
東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象
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公園施設の適切な管理により、利用者の利便性の向上及び安全性の確保に努めて下さい。
また、公園施設の長寿命化計画により、耐用年数等を考慮した計画的な修繕や更新により、維持管理費用の低減に努めて下さい。

二次評価者 都市整備課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

住民の憩いの場となっている公園の快適な利用環境を維持する為には、市によるきめ細やかな維持管理が必要です。

有効性
継続的な維持管理をすることにより、来園者の安全性の確保及び快適な利用環境の提供ができ、満足して利用していただいていると思われま
す。

達成度 遊具・施設等の不具合が原因の事故等の報告もなく、苦情に対しても適切に対応しており、目標は概ね達成しています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 81,640 87,210 92,371
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一次評価者 公園係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

現在の安全基準に適合していない遊具の更新や、老朽化している遊具・施設の修繕、各施設のバリアフリー化への対応に加えて、愛媛国体に
関する公園施設の整備への対応も必要となります。

効率性
競争入札により適切な価格での契約を行うと共に、軽作業等については「シルバー人材センター」に委託し、低コスト化及び高齢化社会への対応
も行っています。

改　革
計　画

平成２５年度に策定した公園施設長寿命化計画を活用した、予防保全的な施設管理を行うと共に、施設更新・改修にあたって補助制度の積極
的な活用も含めた、計画的な維持管理を行い管理費の低減を推進します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 74,480 79,718 84,868

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.175 7,160 1.246 7,492 1.246 7,503

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 490 270 10

一般財源 73,990 79,448 84,858
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予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

80

苦情件数
公園管理業務に関しての苦情件
数

0 0 0

24

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

各種公園管理委託数 公園管理業務委託件数
31 30 31

35 32

公園施設修繕数 修繕業務発注件数
30 30 30

36

公的関与

089-964-4412 メールアドレス tosiseibi@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（３）既存公園のリニューアルと管理体制の充実

事業区分

事業の対象 公園利用者 根拠法令 都市公園法、東温市都市公園条例

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ２ 公園・緑地・水辺の整備

017 4001 事務事業名 公園管理事務 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
公園を適切に維持管理し、公園利用者の利便性を図る
ことにより、市民の心身の健康保持及び増進に寄与す
ることができる。

今年度 同上

活動内容
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課　　名 都市整備課 係　　名 公園係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

各種公園管理業務委託事務 巡回点検事務

公園施設維持管理事務 河川・道路占用更新等事務

使用・行為・占用許可等事務

成果指標


